
新型タバコ（加熱式タバコ）に関する見解2 

 

日本歯周病学会は、国民の口腔および全身の健康を守るため、加熱式タバコ等、新型タ

バコについて、再度の注意喚起をいたします。 

2021年9月からの加熱式タバコの広告、学会発表および展示を含むプロモーション活動

に対して、日本歯周病学会は2021年11月9日「新型タバコ（加熱式タバコ）に関する見解」

を公開しました。 

その後、某タバコ関連企業は、歯科医師情報サイト（White Cross 2022年6月30日）にお

いて、「加熱式たばこは喫煙者の口腔衛生の改善に寄与できるか」1というPRレポートを

発表しました。このレポートは、昨年と同様の情報に加え、歯周病を有する喫煙者を対象

に実施された、加熱式タバコの影響に関する臨床研究2の結果を紹介しています。この研

究は、日本人の歯周病患者で喫煙者を対象に、喫煙継続群84名・加熱式タバコ切り替え群

70名・デュアルユーザー群（紙巻タバコと加熱式タバコの併用）17名で、6か月後の歯周

基本治療の効果を検証するものです。結果は、いずれの群でも歯周ポケットの深さ（PD）

が改善され、3群間で有意差はみられなかったとしています。加熱式タバコへの切り替え

群でプロービング時の出血がわずかに増加したことが、禁煙後にみられる現象と同様に治

癒能力の回復（免疫システム回復の兆候）であると考察しています。しかし、この論文で

は対照となる非喫煙者群が設定されていない、加熱式タバコ切り替え群は元紙巻きタバコ

喫煙者であり、3群間に有意差がない、著者全員がタバコ産業従事者である等、多くの問

題点を有します。 

欧米諸外国では、若年層を中心に早くから拡散したことから、公的資金による研究成果

で、電子タバコの口腔領域への健康影響が明らかになってきました3。加熱式タバコには、

紙巻きタバコ同様に、依存性物質としてのニコチンが含まれており、臨床的に安全性を示

す根拠がないことから、全身への健康障害が懸念されます4, 5。 

さらに、2021年のタバコ産業のプロモーション活動に対して、国立がん研究センターの

Hiranoらは、Tobacco Control誌に「Philip Morris International IQOS advertisements target the 

oral health field in Japan, contrary to the latest World Dental Federation Policy Statement」6とし

て、2021年FDIポリシーステートメントにあるタバコフリーの推進に反するとして、警告

論文を掲載しています（2022年8月11日）。 

日本歯周病学会は歯科医学の学術団体として、2004年にいち早く禁煙宣言を行いました。

喫煙は歯周病の危険因子であり、システマティックレビューをはじめとする研究成果から、

歯科医療現場における禁煙支援の必要性が支持されています4, 5。 

我々は、タバコ関連企業からの加熱式タバコに関する誤った情報は、看過できないと考

えます。国民の口腔および全身の健康と歯周治療の効果を確保するため、加熱式タバコを

含む新型タバコについて、再度、注意を喚起するとともに、これからも情報提供を行って

まいります。 
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 特定非営利活動法人日本歯周病学会  

理事長 小方 賴昌 
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新型タバコ（加熱式タバコ）に関する見解 

 

日本歯周病学会は、国民の口腔および全身の健康を守るため、加熱式タバコ等、新型タバ

コについての注意喚起をいたします。 

加熱式タバコは、2014年以降に日本で発売され1、2019年国民健康・栄養調査2によると、

喫煙者の4人に一人が加熱式タバコを使用し、その内、約6%が、紙巻タバコとの併用者です。

また、中高生の加熱式タバコ経験率は、2017年12月～2018年2月調査時、中学生1.1%（男子

1.3%，女子0.9%），高校生2.2%（男子2.9%，女子1.4%）で、中学からの加熱式タバコを含め

た喫煙の増加が懸念されています3。 

タバコ業界の企業による広告やプロモーションもさまざまな形で、一般市民に向けて行わ

れており、加熱式タバコは、健康被害を起こさないと誤認させる事例もあることが指摘され

ています。そのような折、2021年9月23日からの第24回日本歯科医学会学術大会会期中に、

歯科医師向け新聞（日本歯科新聞2021年9月28日 第2173号P4, 5）や歯科医師情報サイト

（White Cross 2021年9月27日）において、加熱式タバコの広告、学会発表や展示を含むプロ

モーション活動がみられました。加熱式タバコは、紙巻きタバコに比べ、歯の着色や歯肉細

胞への損傷等が少ないことが主張されています。しかし、これらは、タバコ会社等による独

自のデータで、臨床的に安全性を示す根拠は得られていません。加熱式タバコによる歯や歯

肉、さらに、全身への健康障害が懸念されています4-8。 

日本歯周病学会は、歯科医学の学術団体として2004年に、いち早く禁煙宣言を行いました。

喫煙は歯周病の危険因子であり、システマティックレビューをはじめとするこれまでの研究

からは、歯科医療現場における禁煙支援の必要性が支持されています9-11。 

我々は、加熱式タバコに関するこのような状況は、看過できないと判断しました。日本歯

科医師会の各都道府県の歯科医師会長宛の声明（2021年10月11日）に引き続き、国民の口腔

および全身の健康と歯周病治療の効果を確保するため、加熱式タバコを含む新型タバコにつ

いて注意を喚起するとともに、これからも情報提供を行ってまいります。 
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新型タバコ、特に加熱式タバコに関する注意喚起 

WHO世界保健機関タバコ規制枠組み条約が2004年に発効して、その後地球規模で新型タバコが流

行しはじめました。口の中で使用するガムタバコや加熱式タバコが世界に先駆けて日本で発売されました。

2019年の国民健康・栄養調査によると、喫煙者の4人に１人が加熱式タバコを使用しています。このうち、

約24％が紙巻きタバコとの併用者です。タバコ会社による広告やプロモーションは、さまざまな形で行わ

れてきましたが、加熱式タバコは安全であると誤認させる事例もあることが指摘されています。そして、これ

までは、一般市民に向けて行われていた広告ですが、2021年9月、第24回日本歯科医学会学術大会の

オンラインでの開催期間中に、歯科医師向け新聞において、広告・プロモーション活動事例がみられまし

た。 

口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会では、国民の口腔と全身の健康を守る専門家として看過でき

ない状況であると判断し、以下に、加熱式タバコ等新型タバコについての注意喚起情報を参加学会の会

員の皆様に提供します。 

１．加熱式タバコには多くの有害化学物質が含まれています。 

加熱式タバコは、タバコの葉を加熱して発生させたエアロゾルを吸引するタバコ製品です。加熱式

タバコのエアロゾルには、紙巻きタバコの煙と同様に、ニコチンや発がん性物質等の有害化学物質

が含まれています。また、呼出されたエアロゾルにも発がん性物質が含まれています。 

２．紙巻きタバコと比較して加熱式タバコの健康影響が少ないかどうかは明らかではありません。 

加熱式タバコは市場に登場してからの歴史が浅いことから、長期的な健康影響については不明で

す。これは口腔への影響についても同様です。加熱式タバコの使用は、紙巻きタバコと比較して、ニ

コチン以外の主要な有害化学物質の曝露量は少なくなるかもしれません。しかし、有害化学物質の

曝露に安全域というものはなく、現時点ではタバコ関連疾患のリスクが減る、すなわちハームリダクシ

ョンに有効であるという科学的根拠はありません。タバコの葉を使用しない電子タバコは、加熱式タバ

コに先行して流行し、口腔をはじめとする健康被害の情報が蓄積されてきました。 

３．加熱式タバコの使用は禁煙を阻害する可能性があります。 

加熱式タバコには、紙巻きタバコとほぼ同量のニコチンが含まれています。したがって、紙巻きタバ

コから加熱式タバコに完全に切り替えたとしても、タバコへの依存が持続するため、禁煙することが

困難になります。電子タバコでは禁煙の効果があるとする報告が一部にありますが、加熱式タバコは、

そもそも、タバコ製品であるため、ニコチン依存の人の禁煙の意思を低下させて、喫煙の継続を長引

かせることになります。ニコチンの長期曝露や新型タバコ使用による健康影響の研究情報は今後も

お知らせする予定です。 

2022年1月7日 

口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会 

日本顎顔面インプラント学会 日本口腔インプラント学会 日本口腔衛生学会 

日本口腔外科学会 日本口腔腫瘍学会 日本口腔内科学会 

日本歯周病学会 日本有病者歯科医療学会 日本臨床歯周病学会 

（五十音順） 
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３）～５）は、口腔9学会合同脱タバコ社会実現委員会が実施した多施設共同禁煙介入研究の結果です。 

 


